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た写真は、広報課で撮影したものでしたら無料で
差し上げます。広報課までご連絡ください。

human Town Photo studio

狭山ステキ発見⑩狭山ステキ発見⑩
さやま・リポートやま・リポート

29年度さやま市民大学地域ジャーナル講座の29年度さやま市民大学地域ジャーナル講座の
修了生がお届けします修了生がお届けします
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い

亥
い

年
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でありますように

新年の思いを筆に込めて

　穏やかな晴天の下
もと

、恒例となった干支の引継式が

行われました。イヌ科のタヌキに扮
ふん

した飼育員から、

イノシシならぬ、愛嬌たっぷりのミニブタのメープ

ルにバトンタッチ! 見事にバトンをくわえたメープ

ルに、来園者から歓声が上がりました。

　正月行事の「書き初め」に30人の小・中学生が参

加。お手本に倣
なら

い、「とめ」「はね」「はらい」に意識を向

けて、筆を運んでいきました。何度も書き直しをしな

がらも、納得のいく作品が完成しました。

　小学生や幼児と保護者の40人が、1月7日に春の七

草が入った「七草粥」を食べる、日本古来の風習を体

験。素朴な味で、胃腸にやさしいお粥に、心も体も温

まりました。

1月2日㈬／干
え とえ と

支の引
ひきつぎしきひきつぎしき

継式（こども動物園）

1月5日㈯／新春かきぞめ大会（市民交流センター)

　来庁者に狭山茶の湯茶接待と、「狭山煎
せんちゃ

茶・ほうじ茶

チョコレート」を、お年玉ならぬ「お年玉チョコ」とし

て無料で配布しました。免疫力を高めるといわれてい

るポリフェノール（カテキン）を含む、お茶とチョコを

口にして、風邪を引きやすくなる季節に備えました。

1月9日㈬／狭山茶の無料湯茶接待(市役所エントランスホール）

お茶とチョコでおいしく風邪予防

無火災の誓い新たに!

ほうじ茶チョコの風味と狭山茶の濃厚な味わいが合うと好評でした

本番さながらの救助訓練や車両行進も行われました

メープルも、この日のために練習してきました

一年の健康を願う七
ななくさ

草粥
がゆ

1月7日㈪／七草粥を食べよう（中央児童館）

　今年一年が災害のない年であることを願い、出初

式を開催。入間川中学校吹奏楽部の演奏に合わせた

消防関係機関などの行進や車両の分列行進、救助訓

練、一斉放水を披露しました。消防フェアも同時開催

し、来場者の防火・防災意識の向上を図りました。

1月5日㈯／狭山市消防出
で ぞ め し きで ぞ め し き

初式(上奥富運動公園)

初笑いで健康長寿

小正月の伝統行事を体験

1月12日㈯／新狭山寄
よ せよ せ

席（新狭山公民館)

1月12日㈯／まゆ玉づくり(堀兼公民館)

　市内を中心に活動す

るサークルの会員が、

落語や腹話術を披露。

52人が参加し、健康に

いいとされる大笑いで、

会場は熱気に包まれま

した。

五
ごこくほうじょう

穀豊穣などを願い

行っていた、日本の伝

統行事を学ぼうと小学

生ら10人が参加。繭に

見立てたお米の団子を

お供えして、1年の幸せ

を願いました。

ささ元気な元気な ややままっっ子子
さやまの教育
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　春の訪れを告げ

る花といわれてい

る「福
ふくじゅそう

寿草」。智光山

公園内都市緑化植

物園にあるアジサ

イ園の一角には、こ

の福寿草の区画があり､2月初旬ごろから2月

末ごろまで、黄色い可憐な花を咲かせます。

　福寿草は、地面近くで花を咲かせる小さな

植物です。地面から芽を出すと同時に花を咲

かせ、徐々に茎を伸ばして葉を開きます。ま

た、空に向かって上向きに花を咲かせ、曇りの

日や夕方以降は花を閉じます。

　別名、「元
ガンジツソウ

日草」、「朔
ツイタチソウ

日草」とも呼ばれ、正月

の花としても親しまれています。晩春のころ

から葉を枯らし、夏前には休眠に入ります。そ

して寒い冬の1月にまた花を咲かせます。

　「幸福」「祝福」「幸せを招く」「永久の幸福」な

どの幸せな花言葉がある福寿草。都市緑化植

物園を訪れて、一足早い春を感じてみてはい

かがでしょうか。

場所・問合せ都市緑化植物園（柏原622番地）へ

☎2952‐6131　※開花時期や見頃は天候など

により変わる場合があります

入間野小学校「ものづくり教室」

　1月29日㈫に、3年生62

人が、狭山工業高校を訪

れ、「ものづくり」を体験

しました。

　児童たちは､6つのプ

ログラムから好きなもの1つ選び、機械科、電気

科、電子機械科の3年生が講師になり、プラ板キー

ホルダーや太陽電池で動くおもちゃなどを作りま

した。イルミネーション作りでは、児童たちが、初

めてのハンダ付けに挑戦。回路にハンダ付けした

LED電球を筒で囲み、その筒に釣り糸のような光

ファイバーを好きな本数差し込み、七色に光るイ

ルミネーションが完成しました。児童からは「難し

かったけど、高校生が優しく教えてくれたので素
す

敵
てき

な作品ができた」などの感想が聞かれました。

　入間野小学校の児童は、キャリア教育の一環と

して6年生になると、狭山工業高校の授業を見学

します。進路について高校生に尋ねるなどして、も

のづくりへの興味や関心を広げていきます。

「彩
さい

の国21世紀郷土かるた」狭山市大会

　1月27日㈰､入間川

小学校の講堂で開催さ

れた大会に、各子ども

会の代表選手など、3

～4人で編成する団体

30チームと、個人33人の計141人の児童が参加し

ました。

　この大会で使用する「郷土かるた」には、埼玉の

名所や伝統行事などが描かれていて、楽しみなが

ら郷土の歴史や文化を学ぶことができます。大会

は、高学年と低学年に分かれ、それぞれ団体戦と個

人戦が行われました。最初の一句「まがたまは 過

去と未来の 首かざり」が読まれると、熱戦がスタ

ート。児童たちは、読み手の声に集中し、体を乗り

出すようにして絵札を取り合っていました。

　優勝したのは、団体戦は、高学年が「新狭山3A」、

低学年が「入間川東C」。個人戦は、高学年・低学年

とも「新狭山小学校」の児童でした。高学年の入賞者

は、3月に戸田市で開催される県大会に出場します。


